






























































































































































などの 8 項目について、「 1：あてはまらない」～















いう 3 項目を作成した。項目①と②は「 1 ：まっ
たくない」「 2 ： 1 回だけある」「 3 ： 2 ～ 5 回く
らい」「 4：それ以上」の 4 件法で回答を求めた。
項目③については「 1：きちんと読んだ」「 2：い



































Table １ 　SCおよび SCTとの接触度の項目間相関
1 2 3
1 相談室に行ってみたことがありますか .82 ** －.10 *













































また、SC および SCT への援助要請意図について


















プ 1 からステップ 3 にかけて、一貫して性別が負
Table ２ 　各援助要請意図得点の記述統計
1 年生 2 年生 3 年生 女子 男子 全体
N=228 N=194 N=177 N=283 N=316 N=599
Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD
友人への援助要請意図 3.24（1.26） 2.79（1.18） 2.97（1.32） 3.29（1.21） 2.71（1.26） 3.01（1.27）
教師への援助要請意図 1.63（0.92） 1.66（0.90） 1.68（0.91） 1.52（0.80） 1.81（0.99） 1.66（0.91）





れた。また、R 2 の増加量はステップ 1 およびス
テップ 2 において有意であり、最終的な R 2 は .22
であった（Table 5 ）。
　SC および SCT への援助要請意図に対しては、
教師サポート（β=.37 p<.01）と「SC および SCT
への接触頻度」が正の影響を示した（β=.19 
p<.01）。また、R 2 の増加量はステップ 2 およびス














便り友人 教師 SC 友人 教師
援助要請意図－友人 .33 ** .26 ** －.09 * .23 ** .55 ** .15 ** .18 ** .41 ** .26 ** －.02 －.07
援助要請意図－教師 .76 ** .02 －.16 ** .09 * .43 ** －.05 .09 * .17 ** .07 －.09 *
援助要請意図－SC .01 －.06 .07 .35 ** .04 .04 .07 .18 ** －.15 **
学年 .01 －.13 ** .08 * －.02 －.12 ** －.02 .04 －.10 *
性別 .32 ** .00 .29 ** .12 ** －.07 .07 －.07
友人サポート .34 ** .15 ** .64 ** .25 ** .02 －.05
教師サポート －.12 ** .23 ** .27 ** .00 －.16 **
悩みの経験 －.08 －.30 ** .16 ** －.06
友人関係満足感 .45 ** －.10 * .00
学校享受感 －.08 －.08 *





独立変数 Step 1 Step 2 Step 3
学年 －.10 * －.02 －.02
性別 .23 ** .06 .05





R 2 .06 .31 .35




独立変数 Step 1 Step 2 Step 3
学年 .02 －.02 －.02
性別 －.16 ** －.16 ** －.17 **
友人サポート .00 －.04




R2 .03 .21 .22




独立変数 Step 1 Step 2 Step 3 Step 4
学年 .02 －.02 －.03 －.04
性別 －.05 －.03 －.06 －.07
友人サポート －.06 －.07 －.09
教師サポート .36 ** .38 ** .37 **
悩みの経験 .10 * .06
友人関係満足感 .00 .03
学校享受感 －.01 －.02
SC との接触度 .19 **
相談室便り －.07
R 2 .00 .12 .13 .17









































































































　SC および SCT への援助要請意図に影響してい
たのは、教師サポートおよび「SC および SCT へ
の接触頻度」であった。一方悩みの経験は、教師
への援助要請意図と同様、SC および SCT への援
助要請意図に対しても影響を示さなかった。この
ことは、心理的援助の専門家である SC や SCT で
あっても、生徒が悩みを抱えればすぐに相談相手
として選択される訳ではないことを示している。
そのため、SC や SCT の利用を促進するためには、
別の要因に注目する必要がある。






サポート関係が、SC や SCT の利用可能性にも直
結する可能性が考えられる。また、日頃ソーシャ
ルサポートを提供する教員が、いざという時に生
徒に対して SC や SCT の利用を勧めるという可能
性も考えられる。いずれにせよ、相談できる教師
が身近にいない生徒は、外部性を有する SC や SCT
に対しても、同様に相談をしにくいと考えられる。
そのため、SC および SCT の利用を促進するため
には、やはり日頃から教員との関係性が重要であ
ると言える。
　また、SC および SCT への援助要請意図に対し
ては、先行研究（e.g., 半田，2003）同様「SC およ
び SCT への接触頻度」が弱いながら正の影響を与
えていた。前述のように、SC および SCT の利用
には、教師との関係性も大きく影響していると考
えられるが、一方でこの「SC および SCT への接
触頻度」の影響は、SC や SCT 独自の活動によっ
て、SC および SCT の利用を促進できる可能性を
示唆している。すなわち、SC や SCT が日々の生
活の中で、積極的に生徒とかかわりを持つことが、
SC および SCT の利用につながると考えられる。










































　課題の第 2 は、SC および SCT への援助要請意
図の測定の問題である。本研究では、項目数等の
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Determinants of help-seeking intentions among high school students
Junko Okamoto １ ）　　Hideyuki Sato １ ）　　Satoru Nagai １ ）　　Koji Shimoyama２ ）
［Abstract］
　This  study  investigated  the  relationships  between  help-seeking  intentions  in  high  school 
students  and  other  factors,  including  grades,  gender,  social  support,  level  of  concern, 
enjoyment of attending school, satisfaction with interpersonal relationships, and frequency of 
contact  with  school  counselors.  The  questionnaire  for  this  study  was  completed  by  599 
students. The results of hierarchical multiple regression analysis revealed that （a） intentions 
to  seek  help  from  friends were  correlated  to  levels  of  concern,  support  from  friends,  and 
enjoyment of attending school, （b） intentions to seek help from teachers were correlated to 
gender and support from teachers, and （c） intentions to seek help from school counselors and 
counselors in training were related to support from teachers and frequency of contact with 
school counselor.
［KeyWord］ help-seeking, help seeking preference, school counselor, high school student
